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 論文審査の結果の要旨
 本論文は,94Mo(α,3nr)95Ru反応を利用し,インビーム核分光の方法によって95Ru核の
 準位構造を決定し,更に,その結果を殻模型計算の結果と比較することによって95Ru核の性質
 を珊究することを目的としたものである。殻模型の立場からみれば,顯Ru51核は二重閉殼構造
 をもつ塁§Sr5。の不活性芯の外側に陽子6個と中性子圭個が存在すると考えられ,その場合,95Ru
 の核構造の研究は特に陽子一中性子有効相互作胴について重要な知見を与えることが期待される。
 一方,中性子数N益55のRu核においては強い集団運動的特徴を示す準位構造が発見されており,
 師Ruにおいてこの種の準位構造が存在するか否かは興味ある問題である。
 本研究は,東北大学サイクロトロンからのα粒子ビームで躰Mo金属箔を照射し,その中に(α,
 3η)反応によって生成された95Ruの高励起状態から階段的に放射されるガンマー線および内部
 転換電子を測定することにより,95Ru核の準位構造に関する情報を得ている。すなわち,r一ア
 同時計数とガンマー線励起関数の測定結果に基づいて95R犠より放射されるガンマー線が同定さ
 れ,ガンマー線のエネルギーと相対強度の測定結果ならびにγ一τ嗣時計数関係より95Ru核の
 準位図式(励起エネルギー6MbV以下)が組み立てられた。各準位のスピンは主としてガンマー
 線角分布の測定結果に基づいて決定されている。又,内部転換電子とガンマー線の同時計測が行
 われ,その結果から個々の転移の転換係数が導出され,その値から各準位のパリティが決定され
 た。内部転換電子の測定には永久磁石を利嗣したミニオレンジ型磁気フィルターとS玉(Li)電子
 検出器を組み合せたスペクト切メータが使用された。更に,α粒子ビームに関するガンマー線時
 間スペクトルの測定から,2つのアイソマー的準位が発見され半減期が決定されている。この測
 定においては,ビーム・パルス間隔を自然ビームの7倍に拡大するためにビーム・チョッパーが
 使用された。
 更に,著者は88Srを不活性芯と仮定し,6個の活性陽子に対しては2p、,、,嬉,,,軌道を,又,
 1個の活性中性子に対しては2d,、,,3s、、2軌道を模型空間に選んで核模型計算を行った。陽子
 一陽子ならびに陽子一中性子残留相互作爾に近傍核の分析から得られた経験的相互作胴を使用し
 たとき,言十算は本研究で得られた95Ru準位のエネルギーとスピン・パリティを非常に良く再現し,
 本研究で同定された正パリティ準位は(πpエ,、)2(πg、!,)尋(雌,、,〕1の配位を主成分とし,負パリ
 ティ準位は(πp、/,)1(πg、/、)5(雌,/,)1を主成分とするものであることが判明した。
 以上は,本論文の著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有すること
 を示している。よって井浦謙二提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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